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令和 6年度 分担研究報告書 

極低出生体重児におけるドナーミルクの利点に関する検討 

研究分担者 谷 有貴 奈良県立医科大学附属病院 

総合周産期母子医療センター新生児集中治療部門 

 

A.研究目的 

早産児、特に出生体重が 1500g未満の極低出

生体重児や消化管疾患・心疾患を合併している

ハイリスク新生児は、未熟性、外科手術による

侵襲、チアノーゼ等から経腸栄養が困難な病態

に陥りやすい。それらの児の管理にとって、経

腸栄養の第一選択は、腸管発育ホルモンや感染

防御因子などに富む児の母の母乳（以下｢自母

乳｣）である 1)。海外では自母乳が不足する場

合や使用できない場合の選択肢として、適切に

管理されたドナーミルクが広く使用されてい

る 2)。こうした中、我が国においても 2019 年

に日本小児科学会、早産・極低出生体重児の経

腸栄養に関する提言の中で、『早産・極低出生

体重児においても自母乳が最善の栄養であり、

早産・極低出生体重児を出産した母親に最新の

情報に基づいた母乳育児・搾乳支援を提供しな

ければならない。もし、十分な支援によっても、

自母乳が得られない、児に与えられない場合に

はドナーミルクを用いる。』と述べられ、早産

児におけるドナーミルクの必要性が示された
3)。 

 ドナーミルクを利用する施設は年々増加傾

向だが、まだ、全都道府県で利用できるわけで

はない。また、ドナー登録施設においても全県

設置にはほど遠い状況にある 4) 5) 6)。 

 そこで、今年度はドナーミルクや母乳バンク

の現状を周知する目的で、今までの研究結果や

活動の成果を積極的に学会等で発表するとと

もに、研究成果のさらなる分析や調査結果の比

較を行った。 

 

B.研究方法 

 研究分担者谷が今まで担当した研究内容（極

低出生体重児に対してドナーミルクを利用し

て早期から経腸栄養を開始するプロトコール

の導入とその影響についての評価、ドナーミル

ク未利用施設に対するアンケート調査の結果

とその考察、ドナー登録マニュアルの作成とそ

の啓蒙）7) 8) 9)について、日本小児科学会、母

乳バンクカンファレンス、周産期新生児医学会、

日本成育医学会、International Society for 

Research in Human Milk and Lactation 

(ISRHML)で発表した。 

また、研究分担者谷が所属する施設において、

腸栄養の標準化（プロトコールの導入）による

結果を受けて、当院での看護スタッフの母乳に

対する意識改革について調査を行った。 

さらに、ドナーミルク未利用施設とドナーミ

ルク利用施設間での、経腸栄養の理想開始時期
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や経腸栄養の開始の実現時間の違いを明らか

にするために、谷が行った、ドナーミルク未利

用施設のアンケート調査結果とドナーミルク

利用施設に対して行ったアンケート調査 10)の

結果を比較した。 

 

C.研究結果 

学会発表の詳細については、「2.学会発表」

の項目に記載のとおりである。 

 超低出生体重児のドナーミルクを用いた経

腸栄養の標準化（プロトコールの導入）による

合併症への影響は昨年度の報告書で報告した

通りであるが 7)、標準化による結果を受けて、

当院での看護スタッフの母乳に対する意識改

革にも繋がった。ドナーミルクを使用すること

で、人工乳で栄養されていたときの児の様子と

ドナーミルクで栄養されている児の腹部症状

の出現の程度が全く違うことを認識し、母乳に

よる消化に対する効果を実感した。経腸栄養の

進むスピードが速くなり、搾乳支援について話

しやすくなったと感じたスタッフも多く、自母

乳支援に対するスタッフの意欲も高くなった。

早期からの母乳塗布などへの理解も高まり、今

までは医師主導での母乳哺育支援が主だった

が、看護スタッフ内からチームやプロジェクト

が立ち上がるようになり、看護スタッフ主導で

の自母乳哺育支援が進んでいる。 

 また、谷が行った、ドナーミルク未利用施設

のアンケート調査結果とドナーミルク利用施

設に対して行ったアンケート調査 4)の結果を

比較したところ、ドナーミルクを利用してい

る施設の方が、経腸栄養の理想開始時期が早

く、経腸栄養の開始の実現時間も早いことが

わかった。アンケート調査では、ドナーミルク

を利用していない施設でも自施設の経腸栄養

方法に改善の余地があると考えている施設は

多かった。しかし、どのような症例にどのよう

にドナーミルクを利用すれば良いかわからな

いと言う施設も多く存在した。 

 

D.考察 

ドナーミルク未利用施設とドナーミルク利

用施設間での比較において明らかとなった、ど

のような症例にどのようにドナーミルクを利

用すれば良いかわからないと言う施設が多く

存在するという課題については、今後極低出生

体重児の経腸栄養の標準化によって改善され

ると思われる。 

 極低出生体重児の母乳栄養の経腸栄養のプ

ロトコールの作成（標準化の導入）等によって、

ドナーミルクの需要が高まれば、ドナーミルク

の原料となる母乳の必要量も増大する。2024

年 9 月時点ではドナー登録施設は 20 都道府県

42 施設しか存在しなかった。母乳の安定供給

を目指すためには、ドナー登録施設の拡充が急

務であると考える。 

 

E.結論 

 ドナーミルクの使用経験がある NICU 施設は

増加傾向であるが、全都道府県で利用できるわ

けではなく、限られた施設で利用されているの

が現状である。ドナーミルク利用施設の方が経

腸栄養の理想開始時期が早く、また、理想開始

時期に経腸栄養を開始出来ている割合も高い。

母乳による早期経腸栄養の開始は海外では合

併症を減らすことが多数報告されており 11) 12)、

日本においても早期経腸栄養を導入する流れ

になってきていることから、今後利用拡大を目

指すには、ドナーミルクを含む極低出生体重児

の母乳栄養の経腸栄養のプロトコールの作成

（標準化の導入）が利用拡大の一助になると考

える。また、前年度も報告したとおり、ドナー

ミルク導入には、コスト面での障壁もあり、経

済面でのサポート、費用対効果の明示も重要で

ある。 

 ドナーミルクの使用拡大のためには、原料の

母乳も確保できねばならず、ドナー登録施設の

早期拡充も望まれる。 

 

F.健康危険情報 

特記事項なし 

 

G.研究発表 

1.論文発表 

今年度はなし 

 

2.学会発表 

1）谷有貴、ドナーミルク導入が超低出生体重

児に及ぼす影響、第 127回日本小児科学会学術

集会、2024年 4月 19日-21日、福岡 

2）谷有貴、奈良県立医科大学における母乳バ

ンク導入前後の変化、第 7回母乳バンクカンフ
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ァレンス、2024年 6月 1日、東京 

3)谷有貴、水野克己、ドナーミルク未使用の

NICU施設に対するアンケート調査、第 60回日

本周産期・新生児医学会学術集会、2024年 7月

13日-15日、大阪 

4)谷有貴、ドナーミルクの現状と将来、第 38

回日本母乳哺育学会学術集会、2024 年 9 月 14

日-9月 15日、東京 

5)谷有貴、新生児と母乳、ドナーミルク、第 26

回奈良県小児保健学会、2024年 11月 7日、橿

原 

6)谷有貴、超早産児に対する母乳による経腸栄

養の標準化、第 68 回日本新生児成育医学会学

術集会、2024年 11月 8日-10日、松本 

7)Yuki Tani, Katsumi Mizuno, Effects of 

Donor Human Milk Nutrition on Extremely 

Low Birth Weight Infants, 22nd The 

International Society for Research in 

Human Milk and Lactation, Dec 9th-13th, 

Charleston, USA 
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なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 
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